


































j主:作品からの引用は、 Villiers de J'lslc-Adam , (Euvres comþlètes , “ Bibliothèquc de la Pléiade 扮.
1986 , 2voJ.を参照し、拙訳を使用した。なお各引用末尾に巻数・頁数のみ記した。

















いJ (l， p.61) とある。「ゆりかごJ とは、当時まだ 1 - 2 歳だったナポレオン 3
世の皇太子(1856年生)を指すものと思われるが、「待たねばならぬ」とは「待て
ぬ」の反語ではなかろうか。この部分は、「バラード」では、「神よ、私たちの大












与えるJ (l， p.192) というものであった。王権掌握後はイタリアから地中海全域
へ、さらに全世界へと拡がる物質・精神両世界に亘る支配権をめざすことがほの
めかされているが、続篇は失われ、未完に終わっている。








とも辞さなかった。J (1, p. 286) と述べて、集奪を正当化する。しかし'懐疑的なモ
ンテチェルリは、「今の君主制以上に、転覆後に私たちが立てる君主制を信じてい







ので、樹立するや否や、等しく亡び去る運命にあるように思えるJ (1, p.289) か
らだ。「大義J がすでに存在しない以上、行動主義の原理一一「行動する」、「範を
示すJ (1, p. 287) 一一すなわち冷淡無関心から生じる麻棒状態や沈滞をかきまわ
し、ゆさぶりをかけること一ーに纂奪の動機、そして貴族の役割を見出そうとす
るのである。民衆にとっては「黄昏の人間J にすぎぬ貴族たちの手によるこの企
ては、「旧世界の終末を挑発する J (1, p. 288) こと、いわば自滅を覚悟の企てであ
る。それは旧世界への逆説的な愛着一一「王座の神聖な原理を思えば、朽ちた王
座はむしろ粉々にくだいた方がよいJ (l， p.288) 一ーという美学に基づいている
ようだ。「その企てが恐ろしく、血腫く、異常なものになるとしても」、「この胸の
むかつく倦怠の外へでて、生きていると感じるだろう。J (1, pp. 288-289) とモン
テチェルリは結んでいる。彼らが擁立するセルジウスとの運命的な出会いの中で
































(11 , pp. 1l 5-116) に女王は心動かされる。さらに二人が完壁なリーベス・トート
のうちに死んでいった姿を見て、「権力に伴う憂愁、夢の美しさを忘れねばならな
い義務、過ぎ去った恋との別れ」など「栄光のもたらすあらゆる奴隷的束縛」
















とも辞さなかったoJ (1, p. 286) と述べて、纂奪を正当化する。しかし'懐疑的なモ
ンテチェルリは、「今の君主制以上に、転覆後に私たちが立てる君主制を信じてい




されている。J (1, p. 288) と続ける。しかし、彼はフランスからの革命思想のうね
りを指しているのではない。彼にとって、共和制をも含め、「こうしたあらゆる政
府は、今日それらを揺るぎないものにするだけの充分な信念と信仰を欠いている
ので、樹立するや否や、等しく亡び去る運命にあるように思える J (1, p. 289) か
らだ。「大義」がすでに存在しない以上、行動主義の原理一一「行動するJ、「範を
示すJ (l， p.287) 一一すなわち冷淡無関心から生じる麻埠状態や沈滞をかきまわ
し、ゆさぶりをかけること一ーに纂奪の動機、そして貴族の役割を見出そうとす
るのである。民衆にとっては「黄昏の人間」にすぎぬ貴族たちの手によるこの企
ては、 fl日世界の終末を挑発する J (l， p.288) こと、いわば自滅を覚悟の企てであ
る。それは旧世界への逆説的な愛着一一「王座の神聖な原理を思えば、朽ちた王
座はむしろ粉々にくだいた方がよいJ (1, p. 288) ーーという美学に基づいている
ようだ。「その企てが恐ろしく、血腫く、異常なものになるとしても」、「この胸の
むかつく倦怠の外へでて、生きていると感じるだろうり (1 ，pp. 288-289) とモン
テチェルリは結んでいる。彼らが擁立するセルジウスとの運命的な出会いの中で




いらないJ (1, pp. 289-290) と弁護する。



























(11 , pp .115-116) に女王は心動かされる。さらに二人が完壁なリーベス・トート
のうちに死んでいった姿を見て、「権力に伴う憂愁、夢の美しさを忘れねばならな
い義務、過ぎ去った恋との別れJ など「栄光のもたらすあらゆる奴隷的束縛J








(n ， p.671) と拒む。「未知の王者」として至高の権力を手にした瞬間の内的昂揚
こそ、王権獲得の本質であり、事実上の権力の行使、富の享受は副次的なもの、





























赤坂憲雄、『異人論序説』筑摩書房、 19920 r王と天皇』筑摩書房、 19930
山口昌男、『文化と両義性』岩波書店、 19750 11'文化人類学への招待』岩波書店、 19820




































































を行う。J (赤坂憲雄、 r王と天皇』、 p.4 9) セルジウス自身、自らの正統性を主張する。「王位
は自ずから得られるものであって、求めて得られるものではない。私は王の前で私の名と私

































は、「至高のもののスケープ・ゴートイヒJ (向上、 p.l 73) に気づいているといえる。「指導者
は自らの行き先を知らない。だから、自分が率いている者たちが足下に踏みしめる道の土ぼ
こりほどのものなのだ。J (r山の老翁J 11 , p.982) 
9) 山口昌男氏やケネス・パークの指摘するように、秩序は反秩序(混沌)と相互規定的であ





10) Iiイシス』に、シャルル・カン(カール 5 世)への言及があるが、そこではスペイン王にし
てドイツ皇帝であり、普遍的君主制の野望を抱いたこの人物が、最後はスペインのイエズス
会修道院に隠退したことが記されている。このエピソードは歴史上の王権の「統治」の一例
を示しているが、『イシス』の「続篇」の展開に一つの仮定を与えている。
